
目指すべき地方再生の全体

・地域間の連携が希薄
　（日光地域と会津地域は地方行政ブロックの境（関東と東北）であるため、広域的な連携に乏しい）

・地域交通（ローカル鉄道）の乗降客数の低迷
  （過去15年あまりで、輸送人員が野岩鉄道で50％以上、会津鉄道でも40％以上減少している）　

・限界集落銀座
　（会津西街道沿線に計４箇所）　

地域の現状と課題（提案の背景）

　◆地方の元気再生事業◆　

具体的施策の実行（H21～）

◆Ｈ２１年度以降の展開◆

◆実施スケジュール◆

さらなる観光の活性化、地域交通の維持・発展、集落の維持・発展

　◆地方再生の目標像◆　

日光－会津観光軸元気再生プロジェクト協議会設立

日光～会津観光軸戦略会議（キックオフ会議）開催

日光～会津観光軸戦略検討合宿実施（第１回）

本格展開
具体的施策の実行

平成２０年度　地方の元気再生事業　　
提案書（様式４）

○取組のねらい

戦略会議・首長サミットの開催（栃木県・福島県各１回）

・日光～会津観光軸の形成に向けた議論
・シンポジウムの内容を地方紙に掲載

具体的施策例（民間主導で実施）
・共同イベント ・はしご可能な入湯券・広域割引切符・広域割引クーポン・観光地図（ブック）の発行　等 

日光～会津観光軸戦略検討合宿の開催（２回）
・２日間、合宿方式にて徹底的に検討・議論

○平成２０年度の主な取組

日光～会津観光軸元気再生プロジェクト

（栃木県日光地域及び福島県会津地域）　－栃木県日光市、福島県南会津町・下郷町・会津若松市－

H20年８月

H20年9～10月

H21年度以降
～平成２３年度

日光～会津観光軸の形成
観光客・宿泊客等交流人口の増加
地域交通の乗降客数の増加
地域産業振興による集落の維持・発展

日光－会津観光軸元気再生プロジェクト協議会設立
官（国、市町村）、民（鉄道事業者、東日本高速）、
地域（観光協会、温泉組合）を取り込み、連携の強化

○実施主体間の連携等

ブロック・県境を越えて
一体化

観光協会
温泉組合・若女将

連携プロジェクトの実施

国
ダムなどの社会資本活用

観光行政による支援
道路管理者等

割引クーポン等の開発

交通事業者
周遊・割引切符の開発

旅行会社
キャンペーンの実施

首長
全体総括

協議会の枠組み

H20年11～12月

沿線首長サミットの開催

H21年1月

H21年2月

プレ活性化実験の実施
新たな旅行商品開発や周遊ツールの強化

プレ活性化実験の検討及び実施H20年７月

日光～会津観光軸戦略検討合宿実施（第２回）


